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People have been experiencing local reorganization in this nation, but the basic concepts and principles of sustainable areas are not clear. 
Until Edo era and/or 1970s, there had been sustainable noospheres as closed systems on rice. These were revalued in advanced nations. 
Therefore Edo Model was formulated to describe the Edo-systems and to apply to reconstruct sustainable noospheres. Now, it is developed to 
Terra Model. This means more universal procedure to cleave (cut) an area into settlement aspect and interaction aspect, to clarify and solve 
problems in each, and to cleave (bond) both in new phase. Rurbanization (Eco-city) is the fundamental component of noosphere. As its 
traditional and advisable image, house-yard schema is proposed. Then, to apply the model and the schema to research of settlement problems 
of local areas, indices of surplus-deficit and self-sufficiency are introduced based on local input-output tables. And for interaction problems of 
areas, index of food (resource)-mileage is introduced. These indices clarify problems of “boomburb” and asymmetry in areas. At least the 
social procedure to solve them is researched and proposed.  
 




















































人間の身体 12)に関する図 1 と次の構制(A)と(B)である． 
       organism‐    person ‐  environment12) 
有機体 － 人  間 － 環  境 12) 
  デクステリティ↙ ↗      ↖ ↘ アフォーダンス (A) 
有機体－人：間境 A：人－環 境 
人－環 境：間境 B：有機体－人  
情報  ↖ ↘           ↙ ↗   覚知      (B) 














双方の反転しうる間を間境 A と間境 B と定義する． 
こうして，図 1 中央の八面体が｢つくる・つくられる：
つくられる・つくる｣間，間境 A と B の切り綴じの関係性と
して対象化され，これを身体と呼ぶ．生命は図 1 右図から
進化(文明)し，図 1 左図の形態を形成させ，図 1 中図で，


































有機体-人 間 境 人－環境 


























この構造は，x を居住地など，y を農地や水面など，z を
持続させるべき安心･安全のための森林などの面積比率と
みなすと，図 3 と次の式(1)あるいは(2)と対応づけられる． 
x+y+z=1                                 (1) 
x+y=a (a=1－z)                    (2) 
ここで，x の許容人口密度を p（人/km2），y の単位面積
当り人口扶養力を q（人/km2），食料生産に即した扶養可能
人口密度 P（人/km2）とすると，次の式(3)が導かれる． 
P=qy=px                            (3) 
この式(3)と式(2)を連立させると，規模に関係しない
x と y，さらには P が割り出せる．この x と y と z の基本の
型を家･庭図式と対応づけることが本研究の提起である． 
その際，P を基幹産業関連密度 P1 と非基幹産業関連密度
P2 に分けて固定化するのが江戸モデル(P=P1+P2)である．
さらに L1 を基幹産業就業単位密度，L2 を非基幹産業就業
単位密度とすると，モデルは次の式(4)(5)(6)(7)をも満たす． 
11 LP                                  (4) 
12 PL                                  (5) 
22 1
1 LP 
                            (6) 
21 PPP     ， 21 LLL                       (7) 
ここに，αは L1 の扶養率，βは P1 による L2 の支持率で
あり，L は全産業就業単位密度を表している． 




 11                            (8) 
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表 1 各建物･庭園の面積比率表 
農地(y1) 池・川(ｙ2)
   9.5m 12.5
   2.9m 12.2
   0.0m    2.3m
   3.6m 14.3





御所(1633～1637)    9.8m
15.1
全面積








   2.3m
75.5
75.0 100（7.6万㎡）




表 2 日本国土の面積比率表 
農地（ｙ1） 水面など（y2）
17.0    2.9m
13.0    4.0m
12.0    4.0m
13.0    4.0m
7.5        　　　　　      12.9m
10.5ｎ       　　   　　　   10.6m
国土･地域名






   100(38万k㎡）
日本の国土(2003)    8.0m
17.0
75.0    100(38万k㎡）
   100(5万k㎡）
        地方圏    7.0m
17.0
76.0    100(33万k㎡）
        三大都市圏 16.0
16.0
68.0
   100(4613k㎡）
福井県 　　4.1ｍ
21.1
　　　    　　         74.8m    100(4189k㎡）
京都府 　　5.1ｍ
20.4
　　　　　            74.6m
 
 
















































室町以前の条坊( 図 4 の白実線枠)の北東端の新たな核，
桂離宮は桂川を挟む南西端に作庭されたことがわかる． 
以上の三庭園の土地利用の面積比率 x，y，z を，それぞ
れ実測図 25)より求めた結果が表 1 である． 
この三庭園は，建物や農地など(x＋y)と森林(z)の比率が



































































図 6  現代の地域の切り裂き 
表 3 産業連関表の雛型 
第1次産業 第2次産業 第3次産業 中間需要計 消費 投資 移輸出 最終需要計
第1次産業 X11 X12 X13 M1 C1 i1 E1 F1 D1 I1 T1
第2次産業 X21 X22 X23 M2 C2 i2 E2 F2 D2 I2 T2
第3次産業 X31 X32 X33 M3 C3 i3 E3 F3 D3 I3 T3
中間投入計 O1 O2 O3 M C i E F D I T
粗付加価値 V1 V2 V3 V









Xl1+Xl2+Xl3+Cl+i l+El－Il=Tl    (l=1,2,3)      (10) 
ここに，Xlj は産業部門 1 から j への投入量，Cl は消費，









モデルでは第 3 次産業がこれにあたる． 
地球モデルの場合も，この考え方は踏襲される． 
ということから次に，公表されている都道府県別の産業
連関表 31)(平成 12(2000)年，金額ベース)を表 3 の一般型に
整えた．まず，第 1 次産業の移輸入 I1 は全ての都道府県で
認められ，大なり小なり人口扶養は移輸入に依存している
ことを確認した．第 2，3 次産業でも同様のことが言える． 
そこで余裕度 Giと自給度 Siを表3より次式で定義する． 
Gi = (｜Ei｜－｜Ii｜)/Ti                         (11) 
Si = Ti/(Di－Ei)                          (12) 
各都道府県の Gi と Si とを縦，横軸として産業部門毎に
図化すると，図 7 が得られる．全産業でも，Si≧1 以上の













図 7 の傾向を関連づけるという新たな課題が現れる． 

































































表 4 CO2生成原単位 31) 
農 林 水 産 業 2 .5 69
鉱 業 3 .3 35
食 料 品 ・ た ば こ 2 .1 37
繊 維 製 品 2 .4 52
製 材 ・ 木 製 品 ・ 家 具 4 .2 63
パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 5 .3 01
印 刷 ・ 出 版 5 .3 71
皮 革 ・ 同 製 品 1 1 .4 45
ゴ ム 製 品 2 0 .4 94
化 学 製 品 3 .7 78
石 油 ・ 石 炭 製 品 5 .4 27
窯 業 ・ 土 石 製 品 3 .1 80
鉄 鋼 製 品 2 .1 80
非 鉄 金 属 製 品 3 .4 17
金 属 製 品 1 .9 96
一 般 機 械 2 .6 32
電 気 機 械 2 .7 81
自 動 車 2 1 .4 67
そ の 他 の 輸 送 用 機 械 6 .2 80
精 密 機 械 0 .9 42
そ の 他 の 製 造 業 0 .5 54
建 築 0 .3 22
土 木 6 .2 72
電 力 0 .8 56
ガ ス ・水 道 ・ 廃 棄 物 処 理 1 .2 65
商 業 1 .2 81
金 融 ・ 保 険 ・ 不 動 産 1 .8 88
運 輸 1 .1 08
通 信 0 .9 26
公 務 1 .8 12
サ ー ビ ス 3 .2 69
そ の 他 1 .8 69
2 00 0年 現 在 　 単 位 ： t -C O 2 / 百 万 円
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地域の CO2 収支が明らかになる．今回，日本の平成 12 年
度産業連関表と国立環境研究所の環境負荷原単位 32)から
排出量を算出し，15 億 2000 万 t という結果をえた．一方，
平成 12 年度の日本の公式の CO2 排出量は 12 億 6000 万 t33) 
とされており，多少の開きがある．正確な値の算出のため
にはさらなる計算方法の検討が必要である．一方，日本の




























TvuR /              (13) 
ここに，
kvu i， は過去の交流の発生，集中量を表す． 
また交流の発生と集中に即し， ikR には次の二種を考える．
発生型         集中型        13) 
 同じく交流の変化を検討するため，物理距離 ikr と 2 種の 
交流距離に関して，次の 4 種の交流構造が定義される． 
(1)発生構造：  の時系列的な変化 
(2)集中構造：  の時系列的な変化 
(3)OD 構造：  と  の関係 
(4)時間構造：  と  または  の関係 
なお交流構造は両対数グラフで表示し，基準指標 Roii と







                      (14) 
         22 yyxxyyxx iiγ   (15) 
ここに， と とは各構造に関する図の x ，軸に対応づ
けられた交流距離指標の値， n は指標の数である． 





福井都市圏 PT 調査結果(1977 年･1989 年･2005 年)36)を基に，
交流構造の問題点を明確化し，改善の方向性を探る．検討
対象は福井市の中心部ゾーン 101 と郊外ゾーン 109，越前
市の中心部ゾーン 301 で，図 8(a)～(h)にそれぞれの交流











ikRo  ikRd  ikr
 
iiikik RRRo /       kkikik RRRd /
ix  iy  





と定義されている．この指標は式(16)の発生側 FMi と集中 
側 FMk の 2 種，式(17)の総和 FM として定義される． 
FMi  = ∑k xiklik ,  FMk  = ∑i xiklik          (16) 
FM  = ∑i FMi = ∑k FMk                     (17) 
ここに，xik は地域 i，k 間の食糧輸送量(t)，lik は i，k 間
の距離(km)である．これを一般化し，貨物輸送全体を想定
する場合は，物資マイレージとして次の 2 式が定義される． 
CMi  = ∑k yiklik ,  FCk  = ∑i yiklik           (18) 
CM  = ∑i CMi = ∑k CMk                       (19) 









されるのは地球温暖化気体の排出量 ACO2 である．そこで，  
貨物地域流動調査結果 37)より，平成 17(2005)年度の国内の
CM(FM)を求めた．トラック輸送では 1t･km 当たり 100g の
CO2 を排出するとされ，ACO2 は次の式(20)で求められる． 
ACO2=0.0001CM (t-CO2)          (20) 
総貨物 56 億 t，CM 5.6 千億 t･km，排出量 5.6 千万 t-CO2．




の約 54％(全体の 10.8％)を占め，今も増加し続けている． 
次に，この問題を，福井都市圏 PT 調査結果 36)に基づき，
地方圏の地域の問題と関連づけることにする．取り上げる
対象は福井市の中心部ゾーン 101 と郊外ゾーン 109，越前
市の中心部ゾーン 301 の交流構造である． 
 まず，この圏域では，交通の自動車依存率が上昇し続け，
平成 17(2005)年には 76％を超えている．図 8 の(a)～(d)は，
中心部ゾーン 101 と郊外ゾーン 109 に関する全目的交通の
発生・集中構造を表し，ゾーン 101 の(a)(b)では構造線の 
図 8 交流構造 （ゾーン 101･109･301） 
上方に点が集まり，1989 年と比べ 2005 年は発生も集中も



























































































































そして千 m2 以上の大型店が軒を連ねるゾーン 109 は，
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